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b、 1 条′アィたの
y｀ 久か

14夕 間 ,こ ヶD回すTノくする告【/ユ タィぞ_t
4殊ななの塑堂力■乞月くス tの マ・ある.
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Qり 平均の逆tパ 最 t遊 Ч導 すヵは A～ Dの 3

点、訃―ちヶ「トロゃっか ―%逮 Lヽ

(3)3角 亀曇の夏生さψヽ情識t産 し、通空ヵは、
Aの ヂ～ a間 か 鰭 妖t惨 3

A～ Dの 3ち とにんヽ
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C4り 之れ、本 +1ろ 運電力は 八～つのうもと`たヵ＼

後半点、ぃ′′ぃから,     (ク  リ

じ)7-プ しの十丁点の「観「る ti可 べ・  k♭ ch― tⅢ 吻る。
① このよぅな理を力毛何 コ 15ろ＼、、 (竹之となミ)運 奎ヵ
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